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リスクマネジメント研究部会紹介
ファシリティマネジメント業務においては「ファシリ
ティ」を経営資源と考え、様々なリスクに備え、対応す
る必要があります。
私たち「リスクマネジメント研究部会」は、ＦＭの現場
に役立つ管理手法を研究しています。

毎月１回、ＪＦＭＡ会議室にて

定例会を行い情報交換等を行

っております。

参加ご希望の方は、ＪＦＭＡ

事務局・西村担当までご連絡下

さい。
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ＩＳＯ31000規格の狙い

リスクマネジメントプロセスの概念を明確にすること
リスクを管理し対処するために、組織に実際的な指
針を提供すること
社会的な安定を向上させ、社会に対する不必要な
負荷を最小限にすること
利害関係者の信頼と信用を達成し、高めること
組織統治力を改善すること
組織と利害関係者間の意思疎通と協議のための
ツールを提供すること

日本規格協会資料抜粋

ISO 31000 は次のような点を狙いとして開発が
行われました。
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ＪＩＳＱ31000の発行
リスクマネジメントの国際規格「ＩＳＯ31000の発行に
より、わが国でも「ＪＩＳＱ31000」がＩＳＯ31000の翻訳
規格として2010年９月２１日に発行し、従来のリスク
マネジメントに関する規格「ＪＩＳＱ2001」は廃止されま
した。

リスクマネジメントの国際規格
「ＩＳＯ31000」

リスクマネジメント
のＪＩＳ規格
「ＪＩＳＱ2001」

リスクマネジメント
のＪＩＳ規格
「ＪＩＳＱ31000」



04

ポイントは！？

認証基準を持たない規格です。

リスクの定義
→「目的に対する不確かさの影響」

リスクマネジメントの方針とプロセス
→リスクマネジメントに関する組織の全体
的な意図および方向性を表現したもの
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「リスク」の定義

「目的に対する不確かさの影響」

リスク＝ダメージ

ＦＭ総解説の定義・・・
「危険・危機率のことである。」
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「リスク」の理解

経営

好機

脅威

安全分野

マイナス面（脅威）だけでなくプラス面（好機）も考慮

ＦＭ

好機

脅威
危機管理≠リスクマネジメント
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■「リスクマネジメント」の定義

「リスクについて組織を指揮統制
するための調整された活動」

「リスクマネジメントに関する組織
の全体的な意図および方向性を
表現したもの。」

■「リスクマネジメント方針」の定義
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フレームワーク・プロセス

IS0 31000 より引用



＜原 則＞

ａ）リスクマネジメントは、価値を創造し、保護する。

ｂ）リスクマネジメントは、組織の全てのプロセス
において不可欠な部分である。

ｃ）リスクマネジメントは、意思決定の一部である。

ｄ）リスクマネジメントは、不確かさに明確に対処
する。

ｅ）リスクマネジメントは、体系的かつ組織的で、
時宜を得たものである。

ｆ）リスクマネジメントは、最も利用可能な情報に
基づくものである。

09表－IS0 31000 より引用
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表－IS0 31000 より引用

ｇ）リスクマネジメントは、組織に併せて作られる。

ｈ）リスクマネジメントは、人的および文化的要素
を考に入れる。

ｉ）リスクマネジメントは、透明性があり、かつ、包
含的ある。

ｊ）リスクマネジメントは、動的で、繰り返し行われ、
変化に対応する。

ｋ）リスクマネジメントは、組織の機能的改善を促
進する。
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＜枠組み＞

指令及びコミットメント
（4.2）

表－IS0 31000 より引用

リスクを運用管理するため
の枠組みの設計

（4.3）

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの枠組
みの継続的改善

（4.6）

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの
実践
（4.4）

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの枠組みの
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ及びﾚﾋﾞｭｰ

（4.5）



＜プロセス＞

組織の状況の確定（5.3）

リスクアセ スメント（5.4）

リスク特定（5.4.2）

リスク分析（5.4.3）

リスク評価（5.4.4）

リスク対応（5.5）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
協
議
（5.

2
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
レ
ビ
ュ
ー
（5.

6
）
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表－IS0 31000 より引用



13

安全分野・事業継続等との関係
非常事態管理及びBCP（業務継続）は対象外。

緊急事態が発生した時の対応、緊急事態下で
の事業継続、復興といった分野に関わる事項
はISO 31000 には含まれないとしている。

しかし、ファシリティマネジメントにおいては、安
全分野や事業継続の考え方・視点を加味する
必要性が重要である。

緊急時対応 危機管理 事業継続
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ＩＳＯ31000はＦＭ浸透のチャンス
ファシリティマネジャーは
ISO31000により企業経営をリスクから捉え

①プラス・マイナスの両面から評価し
②全体最適・局部最適視点から
③経営・運営維持財務部門・現場
とのコミュニケーションを緊密に取る

顧客・企業・従業員三方良し
＝収益の出る（儲かる）要＝
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企業経営に係わる多様な社会的変化

・新たな会計基準化

・土壌汚染
対策

・温暖化、低炭素化対策

・従業員の
高齢化

・説明責任

・世代の意識変化

・情報技術変化

・耐震安全
対策

・金融環境
変化

・税制制度の改定

・行政改革
による変化

・国際動向変化

・金融取
引に関

する変化

・知的所有
権対策

優先すべき事は
なにか？経営に
どう影響するん
だろうか？
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リスクの評価軸
好機プラス方向

マイナス方向
可能性小 可能性大

脅威

地震
台風

為替

例）法規制対応レベル

免震
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リスクの意識が変わると

「リスク＝ダメージ」
さまざまな法や↓制度変化

「リスク＝社会的な機会」
↓

何に投資をしてどう効果を上げるか
つまり

「リスク対策＝効果ある投資」

さっそくポジショニングをして
企業戦略としよう！

よし、
投資効果は
CSRで発表
しよう！



ＦＭ計画

市場と社会
の変化

競合と技術
の推移

外部環境のＳＷＯＴから
業界での成功とリスク
のＫＦＳ（Ｒ）要因を導く

自社
（内部環境：
その強み弱み）

財務戦略
マーケッ
ティング
戦略

人事組織
戦略

ＦＭ戦
略

ＫＦＳ（Ｒ）から戦略を構築

ポジ
ショ
ニン
グ

マッ
プ

経営戦略

生産技術
戦略

３Ｃ分析と戦略
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例えば・・・法規制が

条例で耐震
性の強化が
必要となった
なあ・・・。
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①当社の建物は立地上対象になる
②診断したら補強が必要だ！
③補強の改修工事費用は３０００万円ほどかかる
④早速予算化して実行しなければ

ところで、
⑤工事中の業務はどうしようか（仮移転必要か
な？）

⑥そういえば、設備も老朽化しているので
その改修も必要かな？結局１億円ほどかかりそ
うだ・・・。
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経営の視点
想定されるリスクに関する損失・脅威を振りか
ざすばかりでは、経営者を説得できない。

地震で被害が・・・
再取得コストが・・・
損害が・・・

またかね・・・
コストばかりかかる
ねえ・・・

大
変
！ 大変！
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バランス

耐震性強化耐震性強化

どのような対策で
釣合が取れるか？

バランスが必要。
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儲ける視点

耐震性が
不足してい
る施設

優良テナント
誘致・経営
の安定

耐震補強

投資対効果の視点投資対効果の視点

何か事象が発生した場合に、
経営に対するインパクトを
ファシリティマネジャーは説明
し、提案する必要がある。



26

「局部最適」と「全体最適」

想定されるリスクに対して、組織としてのＦＭ戦
略を念頭に、「全体最適」の視点が必要。

耐震性が
不足してい
る施設

耐震性を強
化せねばな
らない。

組織として
の全体最
適

現場への
拘り・局部
最適

耐震補強

建て直し

解体・売却



優良ビル
としてテナント
誘致収益増

法規制対応策のポジショニングマップ例

＜東京都の条例：耐震診断・補強に対する義務＞

消極
対応

積極
対応

良い影響大
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悪い影響大

人物の
損傷被害

災害による
業務停止

行政指導
による罰則

耐震診断
補強工事
に対する
投資

モチベーション
低下

ビル
立替費用
投資

移転
賃貸ビル
入居費用
発生

ビル解体
整地費用
投資

土地売却
収益

社会的
信頼向上

業務効率
改善向上

企業イメージ
向上

ビル維持
コスト軽減従業員満足

向上

何も起きない
かも・・・？

消極策による

マイナスの影響
積極策による

マイナスの影響

積極策による

プラスの効果
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有効性の高い対策の検討し対応を取ることで

リスクに対する

投資コスト

－

＋

従来のリスク対策は
どちらかといえば

利益を減らす要素として
捉えられているのではないか

ほう！
プロセスを変
えた、戦略的
リスク対策は
安心と利益
を産み出すと
いうのか！

効
果
（利
益
貢
献
）

リスクはすべて、ダメージといいきれなくなる！
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幅広い視点の必要性
経営者の視点

管理者の視点

担当者の視点

組織目的の追
求・社会的責任
の達成

社会の視点 組織としての応用
費用対効果

社会の財産と
しての施設
地域環境

最適な環境

想定されるリスクに関する、組織内のコミュニ
ケーションが重要。
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変化を機会にFMを見直すチャンス

FMの目的は
人・組織・社会の貢献を通じて

経営基盤である従業員、顧客

株主、納税者などや社会に

よりよい成果をもたらすことに

ある。

FMとは
企業、団体などが

組織活動のために

施設とその環境を総合的に

企画、管理、活用する

経営活動

＜経営層＞
経営戦略・計画

直面する課題
＜現場・関連部門＞

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題

社
会
変
化
に
よ
る
リ
ス
ク

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針

ISO

３
１
０
０
０

FM戦略計画

運営維持

評
価

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

管
理FM業務

総解説ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ P．61・68より部分抜粋引用
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人財の時代・ＦＭの時代

多様化する時代においては、組織の
｢コミュニケーション」と目的達成に資する
「マネジメント」が重要であり、「経験と
ノウハウ」を有する「人財」が重要となる。

企業力としてFMが活躍する
また、活躍する人を育てることも

重要な経営課題



30

人財の時代・ＦＭの時代

■規則を実動する しくみ・運用へ

ファシリティマネジャーは自分と共に経営者・
現場関係者へと気づき・関心・行動のセンス
を企業力へと転嫁

■JFMA活動
リスクマネジメント研究部会活動を通じ行動
に影響する視点・ルール・メソッドを探求いた
しましょう

ご清聴ありがとうございました。
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